仲長統の天人観について by 渡部 東一郎
仲長統の天人観について
著者 渡部 東一郎
雑誌名 集刊東洋学
巻 89
ページ 1-19
発行年 2003-05-30
URL http://hdl.handle.net/10097/00132585
伸
長
統
の
天
人
観
に
つ
い
て
は
じ
め
に
仲
長
統
は
、
後
漢
か
ら
曹
貌
へ
と
王
朝
交
代
劇
が
演
じ
ら
れ
た
紀
元
二
二
O
年
(
後
漢
建
安
二
十
五
年
、
市
日
貌
延
康
元
年
)
、
四
十
一
歳
)
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
彼
は
、
そ
の
著
百
四
一
言
』
に
お
い
て
、
後
漢
最
御
末
期
の
政
治
や
社
会
の
頒
廃
に
鋭
い
批
判
を
投
げ
か
げ
、
人
事
を
極
引
め
て
重
視
す
る
思
想
を
説
い
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
い
仲
長
統
に
関
す
る
研
究
は
こ
れ
ま
で
日
本
・
中
国
を
通
じ
て
数
多
目
く
行
わ
れ
て
い
る
が
、
彼
の
天
人
観
に
対
す
る
見
解
は
ほ
ぽ
一
様
で
槻
あ
り
、
仲
長
統
が
天
の
超
越
性
や
天
人
相
関
・
感
応
説
を
批
判
・
否
保
定
し
、
天
を
自
然
現
象
に
限
定
し
て
捉
え
、
治
乱
の
原
因
を
専
ら
人
統
事
に
帰
し
て
い
る
と
強
調
し
て
い
る
。
体
仲
長
統
が
、
天
と
人
と
双
方
か
ら
の
働
き
か
け
を
認
め
る
天
人
相
関
説
を
批
判
・
否
定
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。
だ
が
、
『
昌
雪
こ
に
は
、
人
か
ら
天
へ
の
働
き
か
け
を
認
め
る
天
渡
東
郎
部
人
感
応
説
を
恩
わ
せ
る
表
現
が
見
え
、
仲
長
統
が
天
人
感
応
説
の
全
て
を
批
判
・
否
定
し
た
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
疑
問
の
余
地
が
な
い
わ
げ
で
は
な
ぱ
。
事
実
、
一
部
の
研
究
に
は
、
こ
れ
ら
の
表
現
を
天
人
感
応
説
の
実
体
を
伴
う
も
の
と
見
る
も
の
も
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
は
、
近
代
的
観
点
か
ら
天
を
自
然
現
象
に
限
定
し
て
捉
え
た
と
す
る
点
を
肯
定
・
強
調
し
、
こ
れ
ら
の
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
否
定
的
に
評
価
す
る
だ
げ
で
、
両
者
の
関
係
に
十
分
な
説
明
を
加
え
て
は
い
な
い
た
め
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
仲
長
統
に
お
け
る
天
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
見
て
い
る
の
か
が
、
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
。
或
い
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
仲
長
統
は
天
を
自
然
現
象
に
限
定
し
て
捉
え
つ
つ
も
、
当
時
一
般
の
天
人
観
の
影
響
を
免
れ
ず
、
天
人
感
応
説
と
し
て
の
天
を
あ
る
程
度
は
認
め
て
い
た
と
見
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
仲
長
統
は
天
人
感
応
説
を
批
判
・
否
定
し
た
と
主
張
す
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
2 
管
見
の
限
り
、
天
人
感
応
説
を
恩
わ
せ
る
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
、
天
を
自
然
現
象
に
限
定
し
て
捉
え
た
と
す
る
こ
と
と
の
関
係
を
、
整
合
的
に
説
明
し
た
研
究
は
、
実
は
あ
ま
り
多
い
と
は
晋
一
回
え
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
天
を
自
然
現
象
に
限
定
し
て
捉
え
た
と
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
天
人
間
問
主
仙
説
を
思
わ
せ
る
表
現
を
、
「
自
然
」
そ
の
も
の
、
或
い
は
「
表
面
的
」
「
比
鳴
的
」
な
も
の
と
見
倣
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
表
現
を
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
は
、
果
た
し
て
適
切
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
仲
長
統
が
天
を
自
然
現
象
に
限
定
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
昌
量
一
口
』
に
こ
れ
ら
の
表
現
が
数
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
自
体
が
不
可
解
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
天
人
感
応
説
を
思
わ
せ
る
表
現
を
軽
視
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
の
で
あ
お
。
仲
長
統
は
、
実
際
に
天
人
感
応
説
を
批
判
・
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
天
人
感
応
説
を
思
わ
せ
る
表
現
が
そ
の
実
体
を
伴
う
も
の
で
あ
る
の
か
否
か
、
ま
た
、
こ
の
こ
と
と
、
天
を
自
然
現
象
に
限
定
し
て
捉
え
た
と
す
る
こ
と
と
の
関
係
を
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
先
ず
、
仲
長
統
に
お
け
る
天
に
は
自
然
現
象
の
範
鴎
か
ら
明
ら
か
に
外
れ
る
用
例
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
天
人
感
応
説
を
恩
わ
せ
る
表
現
に
つ
い
て
考
え
、
仲
長
統
は
天
を
自
然
現
象
に
限
定
し
て
捉
え
て
な
ど
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
表
現
は
天
人
感
応
説
の
実
体
を
伴
っ
た
も
の
と
見
倣
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
人
事
を
重
視
す
る
仲
長
統
の
主
張
は
、
実
は
天
人
感
応
説
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
、
天
人
感
応
説
で
は
解
釈
で
き
な
い
天
の
用
例
に
つ
い
て
、
仲
長
統
と
同
時
代
を
生
き
、
同
じ
く
人
事
を
重
視
し
た
萄
悦
の
天
人
観
を
手
掛
か
り
と
し
て
検
討
を
加
え
、
仲
長
統
の
天
人
観
は
、
ま
ま
な
ら
ぬ
運
命
を
認
め
つ
つ
、
人
事
を
尽
く
す
べ
き
こ
と
を
説
く
、
儒
家
の
伝
統
的
天
人
観
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
仲
長
統
に
お
け
る
天
の
用
例
先
ず
、
従
来
、
仲
長
統
は
天
を
自
然
現
象
に
限
定
し
て
捉
え
て
い
た
と
さ
れ
る
点
を
確
認
し
て
み
る
。
そ
の
根
拠
と
さ
れ
る
の
は
、
次
の
資
料
で
あ
る
。
昔
高
祖
諒
泰
・
項
而
砂
天
子
之
位
、
光
武
討
纂
臣
而
復
巳
亡
之
漢
、
皆
受
命
之
聖
王
也
。
掛
川
・
曲
目
・
丙
・
貌
・
平
・
勃
・
覆
光
之
等
、
夷
諸
呂
、
尊
大
宗
、
廠
昌
邑
而
立
孝
宣
、
経
緯
閣
家
、
鎮
安
社
稜
、
一
代
之
名
臣
也
。
二
主
敏
子
之
所
以
震
威
四
海
、
布
徳
生
民
、
建
功
立
業
、
流
名
百
世
者
、
唯
人
事
之
謹
耳
、
無
天
道
之
皐
索
。
然
則
王
天
下
作
大
医
者
、
不
待
於
知
天
道
失
。
所
賞
乎
用
天
之
道
者
、
則
指
星
辰
以
授
民
事
、
順
四
時
而
興
功
業
、
其
大
略
也
。
吉
凶
之
祥
、
又
何
取
駕
。
(
『
懇
書
治
要
」
巻
四
十
五
所
引
『
昌
=
=
一
回
』
議
難
篇
)
問
者
目
、
治
天
下
者
宣
之
乎
人
事
。
抑
亦
有
取
諮
天
道
也
。
日
、
所
取
於
天
道
者
、
謂
四
時
之
宜
也
。
所
萱
於
人
事
者
、
諮
治
乱
之
寅
也
。
(
同
右
)
仲
長
統
は
、
「
受
命
の
聖
王
」
た
る
二
主
(
前
漢
高
祖
・
後
漢
光
武
帝
)
、
「
一
代
の
名
臣
」
た
る
数
子
(
新
何
・
曹
参
・
丙
吉
・
貌
相
・
陳
平
・
周
勃
・
密
光
)
が
功
業
を
成
し
得
た
の
は
、
「
人
事
」
を
尽
く
し
た
か
ら
の
こ
と
で
、
「
天
道
の
四
ご
の
役
割
な
ど
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
王
者
や
大
臣
は
「
天
道
」
を
知
る
必
要
な
ど
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
人
民
を
時
節
に
適
し
た
仕
事
に
従
わ
せ
る
よ
う
、
星
辰
を
観
察
し
て
由
民
事
暦
を
作
成
・
授
受
し
、
由
民
事
を
妨
げ
ぬ
よ
う
、
四
時
に
順
応
し
て
功
業
を
興
す
の
だ
と
し
、
王
者
や
大
臣
は
「
星
辰
」
や
「
四
時
」
、
「
四
)
時
の
宜
」
と
い
っ
た
自
然
の
運
行
だ
け
を
、
「
天
道
」
か
ら
取
り
用
い
削
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
従
来
、
こ
の
資
料
に
よ
り
、
仲
長
統
は
天
引
の
超
越
性
や
天
人
相
関
・
感
応
説
を
批
判
・
否
定
し
、
天
を
自
磐
田
い
象
に
限
定
し
て
捉
え
た
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。
的
こ
こ
で
は
確
か
に
、
王
者
や
大
臣
が
「
天
道
」
か
ら
取
り
用
い
る
胤
べ
き
も
の
と
し
て
自
然
の
運
行
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
先
行
研
究
が
、
何
仲
長
統
は
天
を
自
然
現
象
に
限
定
し
た
と
す
る
の
は
、
そ
の
通
り
で
統
あ
る
。
だ
が
、
伸
長
統
に
お
け
る
天
に
は
、
こ
の
自
然
現
象
と
い
う
州
範
鴎
か
ら
は
明
ら
か
に
外
れ
る
用
例
が
、
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
ヲ
A
V
。
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豪
傑
之
蛍
天
命
者
、
未
始
有
天
下
之
分
者
也
。
無
天
下
之
分
。
故
戦
争
者
競
起
駕
。
子
斯
之
時
、
並
偽
俄
天
威
、
矯
操
方
園
、
擁
甲
兵
血
(
我
角
才
智
、
程
勇
力
血
(
我
競
雌
雄
、
不
知
去
就
、
疑
誤
天
下
、
蓋
不
可
数
也
。
角
知
者
皆
窮
、
角
力
者
皆
負
、
形
不
堪
復
伯
、
執
不
足
復
校
、
乃
始
綴
首
係
頚
、
就
我
之
術
総
耳
。
夫
或
曾
局
我
之
尊
長
尖
、
或
曾
輿
我
園
周
等
傍
奏
、
或
曾
臣
腐
我
突
、
或
曾
執
囚
我
失
。
彼
之
蔚
蔚
、
皆
旬
雪
腹
誼
、
幸
我
之
不
成
、
而
以
奮
其
前
志
。
誼
品
目
用
此
錆
終
死
之
分
邪
。
(
『
後
漢
書
』
列
伝
三
十
九
仲
長
統
伝
所
引
『
昌
言
』
理
乱
篇
)
王
朝
の
支
配
は
あ
ら
か
じ
め
「
天
命
」
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
知
力
を
尽
く
し
て
競
い
あ
い
、
最
後
に
勝
ち
残
っ
た
も
の
が
天
下
を
支
配
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
受
命
を
否
定
し
た
も
の
と
し
て
周
知
の
文
章
で
あ
る
。
仲
長
統
は
、
こ
の
王
朝
勃
興
を
叙
述
す
る
段
階
に
続
け
て
、
士
民
の
心
が
定
ま
り
、
豪
傑
の
野
心
も
絶
え
果
て
王
朝
支
配
が
安
定
す
る
「
綴
髄
」
の
段
階
、
次
い
で
「
後
嗣
の
愚
主
」
が
現
れ
て
窓
意
に
赴
く
結
果
、
遂
に
は
滅
亡
に
至
る
段
階
と
い
う
、
王
朝
が
必
然
的
に
辿
る
三
段
階
の
推
移
の
さ
ま
を
叙
述
す
る
。
そ
し
て
、存
亡
以
之
迭
代
、
政
飢
従
此
周
復
、
天
道
常
然
之
大
数
也
。(
同
右
)
と
、
か
か
る
過
程
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
次
々
と
王
朝
が
交
代
し
て
い
く
こ
と
を
「
天
道
常
然
の
大
数
」
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
「
天
道
」
の
語
は
、
少
な
く
と
も
自
然
現
象
の
箱
崎
で
考
え
ら
れ
て
い
る
と
は
4 
認
め
ら
れ
な
い
。
王
朝
の
興
亡
を
支
配
す
る
必
然
性
、
い
わ
ば
歴
史
の
「
法
則
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
篇
後
段
に
も
ま
た
同
様
の
例
が
見
ら
れ
る
。
昔
春
秋
之
時
、
周
氏
之
乱
世
也
。
逮
乎
戦
園
、
則
文
甚
奏
。
禁
政
乗
井
兼
之
執
、
放
虎
狼
之
心
、
屠
裂
天
下
、
呑
食
生
人
、
暴
虐
不
己
、
以
招
楚
渓
用
兵
之
苦
、
甚
於
戟
園
之
時
也
。
漢
二
百
年
而
遭
王
葬
之
乱
、
計
其
残
夷
滅
亡
之
数
、
又
復
倍
乎
秦
・
項
失
。
以
及
今
日
、
名
都
空
而
不
居
、
百
旦
絶
市
無
民
者
、
不
可
勝
数
。
此
則
又
甚
於
亡
新
之
時
也
。
悲
夫
、
不
及
五
百
年
、
大
難
三
起
、
中
間
之
乱
、
尚
不
数
索
。
愛
而
禰
請
、
下
而
加
酷
、
推
此
以
往
、
可
及
於
議
失
。
嵯
乎
、
不
知
来
世
聖
人
救
此
之
道
、
肺
門
何
用
也
。
又
不
知
天
若
窮
此
之
数
、
欲
何
至
邪
。
(
同
右
)
春
秋
時
代
以
降
、
混
乱
の
度
合
い
を
深
め
て
い
く
天
下
の
趨
勢
を
嘆
い
て
、
「
又
知
ら
ず
、
天
若
く
此
れ
を
窮
む
る
の
数
、
何
く
に
至
ら
ん
と
す
る
や
」
と
い
う
が
、
こ
の
「
天
」
の
語
も
、
や
は
り
自
然
現
象
の
飽
鴫
で
考
え
ら
れ
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
人
間
の
力
で
は
如
何
と
も
し
難
い
何
ら
か
の
働
き
、
い
わ
ば
歴
史
の
行
方
を
支
配
す
る
存
在
と
し
て
、
「
天
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
【
md
あ
る
。両
例
と
も
『
後
漢
書
』
本
伝
に
節
録
さ
れ
た
「
昌
一
吉
』
中
の
一
篇
に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
仲
長
統
に
お
け
る
天
の
用
例
に
こ
う
し
た
事
例
が
見
受
け
ら
れ
る
以
上
、
先
行
研
究
の
如
く
、
仲
長
統
は
天
を
自
然
現
象
に
限
定
し
て
捉
え
て
い
た
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
仲
長
統
は
、
確
か
に
王
者
や
大
臣
が
「
天
道
」
よ
り
取
り
用
い
る
べ
き
も
の
を
自
然
の
運
行
に
限
定
し
て
は
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
歴
史
の
「
法
則
」
を
意
味
す
る
も
の
、
ま
た
、
歴
史
の
行
方
を
支
配
す
る
存
在
と
し
て
も
天
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
仲
長
統
は
一
体
、
天
を
知
何
な
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
、
天
人
感
応
説
を
思
わ
せ
る
表
現
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
つ
つ
、
こ
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
仲
長
統
に
お
け
る
天
人
時
明
記
ゅ
の
思
想
(
1
)
「
人
事
局
本
、
天
道
局
末
」
『
畠
言
』
に
は
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
「
休
祥
」
「
惑
物
」
「
天
神
」
「
地
紙
」
「
天
地
之
嘉
雁
」
「
鬼
神
之
吉
盛
」
な
ど
、
天
人
感
応
説
を
思
わ
せ
る
表
現
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
表
現
が
天
人
感
応
説
の
実
体
を
伴
う
も
の
で
あ
る
の
か
否
か
が
、
こ
こ
で
の
問
題
で
あ
る
。こ
の
問
題
を
考
え
る
手
掛
か
り
と
な
る
の
は
、
「
人
事
を
本
と
矯
し
、
天
道
を
末
と
局
す
」
(
『
筆
書
治
要
』
巻
四
十
五
所
引
『
昌
言
」
議
難
篇
)
と
い
う
言
葉
に
集
約
さ
れ
る
、
仲
長
統
の
天
人
観
を
代
表
す
る
思
想
で
あ
る
。
こ
の
「
天
道
を
末
と
属
す
」
と
の
言
葉
か
ら
は
、
一
見
、
天
の
超
越
性
や
天
人
相
関
・
感
応
説
な
ど
、
自
然
現
象
以
外
の
天
の
あ
ら
ゆ
る
要
紫
を
批
判
・
否
定
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
仲
長
統
は
、
同
篇
で
「
故
に
天
道
を
知
る
も
人
略
無
き
者
は
、
是
れ
亙
歯
ト
祝
の
伍
、
下
愚
不
歯
の
民
な
り
。
天
道
に
信
な
る
も
人
事
に
背
く
者
は
、
是
れ
昏
飢
迷
惑
の
主
、
覆
園
亡
家
の
臣
な
り
」
と
し
て
、
人
事
を
疎
か
に
し
て
「
天
道
」
の
み
を
遵
奉
す
る
為
政
者
を
批
判
す
る
。
ま
た
、
『
周
躍
」
に
見
え
る
天
文
を
掌
る
溺
相
氏
と
、
天
文
の
変
化
・
天
下
の
変
遷
か
ら
吉
凶
を
判
断
す
る
保
章
氏
と
の
役
割
を
、
「
大
い
に
天
人
の
道
に
備
ふ
る
の
み
。
是
れ
天
下
を
治
む
る
の
本
に
非
ざ
る
な
り
、
是
れ
生
民
を
理
む
る
の
要
に
非
ざ
る
な
り
」
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
職
隼
は
「
天
人
の
道
」
を
完
備
さ
せ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
為
政
)
者
が
天
下
の
人
民
を
治
め
る
大
本
で
は
な
い
と
も
す
る
。
こ
れ
ら
に
糊
よ
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
仲
長
統
は
、
自
然
現
象
以
外
の
天
の
要
素
を
全
引
て
批
判
・
否
定
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
て
く
る
。
い
だ
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
仲
長
統
は
、
為
政
者
を
評
価
す
じ
る
基
準
を
次
の
よ
う
に
い
う
。
槻
故
審
我
己
善
、
市
不
復
侍
乎
天
道
、
上
也
。
疑
我
未
善
、
引
侃
天
道
以
自
演
者
、
其
次
也
。
不
求
諸
己
市
求
諸
天
者
、
下
愚
之
調
主
也
。
(
同
右
)
品
川
為
政
者
自
身
の
政
治
が
普
で
あ
り
、
天
道
に
も
侍
む
と
と
が
な
い
の
が
最
上
、
普
で
あ
る
か
否
か
が
疑
わ
し
く
、
天
道
に
証
を
求
め
て
益
田
政
を
成
し
遂
げ
る
の
が
次
善
の
も
の
、
自
身
の
政
治
を
省
み
ず
、
成
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果
を
天
に
の
み
求
め
る
の
が
下
愚
の
主
で
あ
る
と
、
「
天
道
」
へ
の
依
存
の
度
合
い
に
よ
っ
て
為
政
者
を
三
段
階
に
価
値
付
け
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
る
べ
き
は
、
そ
の
次
善
な
る
あ
り
方
で
あ
る
。
仲
長
統
は
、
そ
れ
が
次
善
の
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
韮
固
な
る
政
治
を
成
就
す
る
べ
く
、
為
政
者
が
政
治
の
当
否
を
「
天
道
」
に
確
か
め
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
天
道
」
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
自
身
の
善
な
る
政
治
を
確
信
で
き
る
為
政
者
が
最
上
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
に
は
違
い
な
い
が
、
し
か
し
、
と
の
資
料
は
、
「
天
道
」
そ
れ
自
体
を
批
判
・
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
仲
長
統
は
、
自
然
現
象
以
外
の
天
の
要
素
を
必
ず
し
も
排
除
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
、
仲
長
統
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
「
天
道
」
を
「
末
」
と
す
る
の
で
あ
る
う
か
。
王
者
官
人
無
私
、
唯
賢
是
親
、
勤
卯
政
事
、
屡
省
功
臣
、
賞
錫
期
於
功
労
、
刑
罰
蹄
於
罪
悪
、
政
平
民
安
、
各
得
其
所
、
則
天
地
将
自
従
我
而
正
失
、
休
祥
符
自
臆
我
而
集
失
、
悪
物
杓
自
合
我
而
亡
失
。
求
其
不
然
、
乃
不
可
得
也
。
・
従
此
言
之
、
人
事
局
本
、
天
道
筋
末
。
(
同
右
)
王
者
が
私
恩
を
捨
て
て
賢
者
に
親
し
み
、
当
を
得
た
賞
賜
・
刑
罰
を
行
い
、
人
民
を
そ
れ
ぞ
れ
身
分
に
応
じ
た
生
活
に
安
住
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
公
平
な
政
治
を
行
う
な
ら
ば
、
そ
の
善
な
る
政
治
に
従
っ
て
、
「
天
地
」
は
自
ず
と
あ
る
べ
き
正
常
な
状
態
と
な
り
、
「
休
祥
」
は
自
ず
と
到
来
し
、
「
悪
物
」
は
自
ず
と
消
滅
す
る
の
で
あ
り
、
そ
う
な
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ら
な
い
こ
と
を
求
め
て
も
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
。
こ
と
で
は
、
「
本
」
た
る
「
人
事
」
と
「
末
」
た
る
「
天
道
」
と
が
、
「
本
」
が
実
現
さ
れ
れ
ば
「
末
」
も
実
現
さ
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
図
果
関
係
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
中
略
部
分
で
は
、
王
者
所
官
者
、
非
親
厨
則
自
幸
也
。
所
愛
者
、
非
美
色
則
巧
倭
也
。
以
同
臭
矯
善
悪
、
以
喜
怒
局
賞
罰
、
取
乎
麗
女
、
怠
乎
A
口守
寓
機
、
繁
民
菟
柾
、
口
類
残
賊
、
雄
五
方
之
兆
不
失
四
時
之
躍
、
断
獄
之
政
不
違
冬
日
之
期
、
諸
官
鎚
積
於
廟
門
之
中
、
犠
牲
翠
於
麗
碑
之
関
、
潟
相
坐
謹
上
而
不
下
、
祝
史
伏
壇
芳
而
不
去
、
猶
無
益
於
敗
亡
也
。
(
同
右
)
と
、
王
者
が
親
族
の
み
な
ら
ず
紐
愛
す
る
者
を
用
い
、
美
女
の
み
な
ら
ず
巧
倭
な
る
者
を
愛
し
、
自
身
と
の
同
異
に
よ
り
善
悪
を
断
じ
、
感
情
に
よ
り
賞
罰
を
加
え
、
人
民
を
苦
し
め
る
怒
意
的
な
政
治
を
行
う
な
ら
ば
、
た
と
い
祭
杷
に
努
め
て
時
令
に
違
わ
ず
、
占
い
を
行
い
、
犠
牲
を
捧
げ
、
鴻
相
氏
に
天
文
を
観
察
さ
せ
、
祝
史
に
幸
福
を
祈
ら
せ
た
と
し
て
も
、
敗
亡
差
し
迫
る
状
況
を
救
う
こ
と
な
ど
で
き
な
い
と
し
て
、
「
人
事
」
に
努
め
ず
「
天
道
」
に
の
み
執
わ
れ
る
、
「
本
」
「
末
」
を
転
倒
し
た
誤
っ
た
政
治
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
こ
で
仲
長
統
が
、
「
天
道
」
を
動
か
し
得
る
も
の
を
、
政
治
す
な
わ
ち
「
人
事
」
に
の
み
限
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
天
地
」
・
「
休
祥
」
・
「
悪
物
」
と
い
っ
た
「
天
道
」
は
、
「
本
」
た
る
「
人
事
」
を
原
因
と
し
て
必
然
的
に
そ
の
あ
り
方
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
「
末
」
と
さ
れ
る
に
過
ぎ
ず
、
「
人
事
」
と
全
く
関
わ
り
の
な
い
、
無
意
味
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ζ
の
「
人
事
」
と
「
天
道
」
と
を
必
然
的
因
果
関
係
と
し
て
捉
え
る
思
想
は
、
『
昌
言
』
に
見
ら
れ
る
天
人
感
応
説
を
思
わ
せ
る
表
現
全
て
に
当
て
は
ま
る
。
徳
教
者
人
君
之
常
任
也
、
而
刑
罰
矯
之
佐
助
駕
。
士
口
之
聖
帝
明
玉
、
所
以
能
親
百
姓
、
訓
五
品
、
和
高
邦
、
蕃
察
民
、
召
天
地
之
嘉
感
、
降
鬼
神
之
吉
盤
者
、
建
徳
是
局
、
而
非
刑
之
依
致
也
。
(
『
翠
書
治
要
』
巻
四
十
五
所
引
『
昌
言
』
徳
教
篇
)
誠
令
方
来
之
作
、
組
簡
而
易
用
、
儀
省
而
易
行
、
法
明
而
易
知
、
教
約
而
易
従
、
篇
章
既
著
、
勿
復
刊
刻
、
儀
故
既
定
、
勿
復
愛
易
、
市
人
主
臨
之
以
至
公
、
行
之
以
至
仁
、
登
徳
於
恒
久
、
先
之
用
己
身
、
文
使
通
治
乱
之
大
催
者
、
総
綱
紀
而
局
輸
佐
、
知
稼
梢
之
娘
難
者
、
親
民
事
市
布
恵
利
、
政
不
分
於
外
戚
之
家
、
権
不
入
於
官
堅
之
門
、
下
無
侵
民
之
吏
、
京
師
無
倭
邪
之
臣
、
則
天
神
可
降
、
地
祇
可
出
。
(
同
右
)
こ
こ
で
も
、
古
の
聖
帝
・
明
王
が
「
天
地
の
嘉
附
胞
を
召
し
、
鬼
神
の
吉
盤
を
降
」
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
徳
あ
る
政
治
に
努
め
た
結
果
で
あ
る
と
し
、
ま
た
、
礼
・
儀
・
法
・
教
を
簡
明
に
し
、
人
主
が
至
公
・
至
仁
な
る
政
治
を
行
え
ば
、
「
天
神
降
る
べ
く
、
地
紙
出
づ
ベ
し
」
と
い
う
の
も
、
同
様
の
因
果
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
見
倣
さ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
通
常
は
天
人
相
関
説
に
基
づ
く
も
の
と
見
倣
さ
れ
る
「
受
命
」
「
天
命
」
の
語
に
つ
い
て
も
、
仲
長
統
は
同
様
の
因
果
関
係
の
下
に
把
握
し
て
い
る
。
前
節
で
見
た
資
料
に
、
前
漢
の
高
祖
・
後
漢
の
光
武
帝
は
「
受
命
の
聖
主
」
で
あ
り
、
彼
ら
の
功
業
の
達
成
は
「
人
事
」
を
尽
く
し
た
か
ら
で
あ
る
と
あ
っ
た
。
そ
の
「
受
命
」
と
「
人
事
」
と
の
関
係
は
、
「
人
事
」
を
尽
く
し
功
業
を
達
成
し
た
結
果
、
「
命
を
受
け
」
た
と
解
釈
で
き
る
。
ま
た
、
仲
長
統
は
、
王
朝
の
支
配
は
あ
ら
か
じ
め
天
命
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
知
力
を
尽
く
し
て
競
い
あ
い
、
最
後
に
勝
ち
残
っ
た
者
が
天
下
を
支
配
す
る
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
受
命
を
否
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
天
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
決
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
受
)
命
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
天
か
ら
の
受
命
そ
れ
自
体
を
側
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
「
豪
傑
の
天
命
に
嘗
た
る
引
者
は
、
未
だ
始
め
よ
り
天
下
の
分
有
ら
ざ
る
者
な
り
」
と
あ
っ
た
と
い
と
に
よ
れ
ば
、
「
人
事
」
を
尽
く
し
た
結
果
、
「
天
命
に
嘗
た
る
」
と
山
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
観人保
(
2
)
天
人
感
応
の
思
想
統
仲
長
統
は
、
天
人
感
応
説
を
思
わ
せ
る
表
現
を
用
い
て
い
る
に
止
休
ま
ら
ず
、
「
受
命
」
「
天
命
」
の
語
を
も
、
「
人
事
を
本
と
局
し
、
天
道
を
末
と
局
す
」
と
い
う
、
「
人
事
」
と
「
天
道
」
と
を
必
然
的
因
果
関
7
係
と
し
て
結
び
つ
げ
る
思
想
に
よ
っ
て
把
握
し
て
い
る
の
で
あ
る
(
以
下
、
こ
の
思
想
を
「
人
天
因
果
」
の
思
想
と
記
す
)
。
と
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
、
こ
れ
ら
を
天
人
感
応
説
の
実
体
を
伴
わ
な
い
も
の
と
見
る
こ
と
に
、
ど
れ
ほ
ど
妥
当
性
が
あ
る
の
で
あ
る
う
か
。
天
人
用
i
仙
説
を
思
わ
せ
る
表
現
が
、
従
来
、
一
部
の
見
解
を
除
い
也
、
そ
の
実
体
を
伴
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
の
は
、
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
仲
長
統
は
天
を
自
然
現
象
に
限
定
し
て
捉
え
て
い
る
と
見
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
仲
長
統
の
「
人
天
因
果
」
の
思
想
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
天
が
自
然
現
象
に
限
定
さ
れ
る
の
は
、
実
は
当
然
の
ζ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
何
故
な
ら
ば
、
「
天
道
」
の
あ
り
方
全
て
を
「
人
事
」
の
必
然
的
結
果
だ
と
す
る
、
こ
の
仲
長
統
の
考
え
方
か
ち
す
れ
ば
、
自
然
現
象
以
外
の
天
の
要
素
は
全
く
不
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
注
窓
す
る
べ
き
は
、
仲
長
統
が
、
王
者
や
大
臣
が
「
天
道
」
か
ら
取
り
用
い
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
為
政
者
が
政
治
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
天
を
自
然
現
象
に
限
定
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
「
人
天
因
果
」
の
思
想
に
お
い
て
は
、
「
人
事
」
に
努
め
て
善
な
る
政
治
を
行
え
ば
、
「
天
道
」
は
自
ず
と
正
常
な
状
態
と
な
る
わ
け
で
、
為
政
者
は
「
人
事
」
に
努
め
さ
え
す
れ
ば
よ
い
。
そ
の
際
、
「
天
道
」
か
ら
取
り
用
い
る
べ
き
も
の
が
、
「
星
辰
を
指
し
て
以
て
民
事
を
授
け
、
四
時
に
順
ひ
て
功
業
を
興
す
」
「
四
時
の
宜
を
謂
ふ
な
り
」
と
い
う
、
自
然
現
象
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
仲
長
統
が
天
を
自
然
現
象
に
限
定
す
る
乙
と
と
、
天
人
感
応
説
を
思
わ
せ
る
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
と
は
、
決
し
て
対
立
し
矛
盾
す
る
こ
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と
に
は
な
ら
な
い
。
仲
長
統
は
、
天
を
自
然
現
象
に
限
定
し
て
捉
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
為
政
者
の
し
か
る
べ
き
「
人
事
」
の
実
行
に
不
可
欠
な
事
柄
と
し
て
、
自
然
現
象
の
把
握
を
挙
げ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
見
て
く
る
と
、
天
人
感
応
説
を
思
わ
せ
る
表
現
は
、
こ
と
さ
ら
に
そ
の
実
体
を
伴
わ
な
い
も
の
と
見
倣
さ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
全
く
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
表
現
そ
の
ま
ま
に
、
天
人
感
応
説
に
立
つ
も
の
と
見
倣
す
の
が
自
然
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
人
天
因
果
」
の
思
想
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
明
ら
か
と
な
る
。
ま
ず
、
「
人
事
」
と
「
天
道
」
と
は
何
者
を
媒
介
と
し
て
作
用
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
仲
長
統
は
、
後
漢
初
代
皇
帝
の
光
武
以
降
、
政
治
の
実
際
は
尚
替
が
行
い
、
三
公
に
は
定
員
が
備
え
ら
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
官
官
・
外
戚
の
重
用
に
よ
る
誤
っ
た
政
、
治
が
引
き
起
こ
し
た
災
異
の
責
任
を
、
三
公
に
負
わ
せ
る
現
状
を
批
判
す
る
が
、
そ
の
中
で
、
災
異
発
生
の
過
程
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
而
槌
移
外
戚
之
家
、
組
被
近
習
之
竪
、
親
其
鶏
類
、
用
其
私
人
、
内
充
京
師
、
外
布
列
郡
、
顛
倒
賢
愚
、
貿
易
選
翠
、
疲
駕
守
境
、
貧
残
牧
民
、
擁
擾
百
姓
、
念
怒
四
夷
、
招
致
需
叛
、
飢
離
斯
痕
。
怨
気
並
作
、
陰
陽
失
和
、
三
光
腕
除
、
怪
異
数
至
、
鼠
螺
食
稼
、
水
平
局
突
、
此
皆
戚
宣
之
臣
所
致
然
也
。
(
『
後
漢
書
」
列
伝
三
十
九
仲
長
統
伝
所
引
『
白
星
一
同
』
法
誠
篇
)
と
こ
で
「
怨
気
並
び
作
り
、
陰
陽
和
を
失
ひ
、
三
光
脆
倣
し
、
怪
異
数
3
至
り
云
々
」
と
い
う
の
に
よ
れ
ば
、
「
人
事
」
と
「
天
道
」
と
は
気
を
媒
介
と
し
て
作
用
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
法
誠
篤
後
文
で
、
丞
相
を
置
い
て
政
治
を
統
括
さ
せ
る
こ
と
、
も
し
、
丞
相
を
置
か
ず
、
三
公
に
委
ね
る
な
ら
ば
各
々
の
職
責
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
重
い
職
責
を
担
う
者
に
は
外
戚
・
臨
時
臣
と
の
婚
姻
を
許
さ
な
い
か
、
も
し
く
は
、
婚
姻
し
た
場
合
に
は
政
治
を
委
ね
な
い
こ
と
を
主
張
し
、
「
此
く
の
如
く
す
る
も
、
在
位
人
を
病
ま
せ
、
翠
周
回
目
を
失
ひ
、
百
姓
安
か
ら
ず
、
争
訟
息
ま
ず
、
天
地
幾
多
く
、
人
物
妖
多
げ
れ
ば
、
然
る
後
以
て
此
の
罪
を
分
か
つ
ベ
し
」
(
同
右
)
と
結
ぶ
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
災
異
を
生
み
出
す
気
の
調
和
・
不
調
和
を
決
定
す
る
の
は
「
牧
民
」
「
百
姓
」
、
つ
ま
り
、
人
民
の
安
危
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
先
に
「
人
事
」
と
「
天
道
」
と
の
関
係
を
説
い
て
、
「
政
平
ら
か
に
民
安
ん
じ
、
各
三
其
の
所
を
得
れ
ば
、
則
ち
天
地
賂
に
自
づ
か
ら
我
に
従
ひ
て
正
し
か
ら
ん
と
し
云
々
」
と
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
仲
長
統
は
、
「
人
天
因
果
」
の
思
想
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
「
人
事
」
す
な
わ
ち
政
治
の
当
否
が
、
人
民
の
生
活
の
安
危
を
左
右
し
、
そ
れ
が
原
因
と
な
っ
て
気
の
調
和
・
不
調
和
を
生
み
、
「
天
道
」
の
あ
り
方
を
決
定
す
る
、
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
論
理
に
よ
る
天
人
関
係
の
把
握
は
、
人
か
ら
天
へ
の
働
き
か
げ
を
認
め
る
天
人
感
応
説
そ
の
も
の
と
言
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
従
来
、
仲
長
統
が
天
の
超
越
性
や
天
人
相
関
・
感
応
説
を
批
判
・
否
定
し
た
と
さ
れ
る
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、
常
に
次
の
資
料
が
挙
げ
ら
れ
る
。
和
神
気
、
懲
思
慮
、
避
風
旧
師
、
節
飲
食
、
適
噌
欲
、
此
議
考
之
方
也
。
不
幸
市
有
疾
、
則
鉱
石
湯
薬
之
所
去
也
。
繭
龍
容
、
居
中
正
、
康
道
徳
、
履
仁
義
、
敬
天
地
、
情
宗
廟
、
此
吉
祥
之
術
也
。
不
幸
而
有
災
、
則
克
己
資
弱
之
所
復
也
。
然
而
有
蹄
祈
之
躍
・
史
基
之
事
者
、
意
中
正
掲
精
誠
也
。
下
位
口
其
本
而
局
姦
邪
之
階
。
於
是
淫
腐
飢
神
之
鵡
興
滞
、
的
柑
張
愛
怪
之
言
起
薦
、
丹
)
書
厭
勝
之
物
作
濡
。
故
常
俗
忌
誇
可
笑
事
、
時
世
之
所
遂
往
、
而
畑
町
通
人
所
深
疾
也
。
引
(
「
翠
書
治
要
』
巻
四
十
五
所
引
『
昌
宣
教
麓
崩
)
い
そ
も
そ
も
「
詩
考
の
方
」
を
行
え
ば
、
長
寿
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
o
m
も
し
不
幸
に
し
て
病
気
を
患
お
う
と
も
、
鍛
石
湯
薬
に
よ
っ
て
治
療
槻
す
れ
ば
治
せ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
吉
祥
の
術
」
を
行
え
ば
、
幸
い
一
一
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
不
幸
に
し
て
災
禍
が
至
ろ
う
と
統
も
、
自
己
に
打
ち
克
ち
自
身
を
正
せ
ば
回
復
で
き
る
の
で
あ
る
。
加
傾
え
て
「
鵡
祈
の
躍
・
史
一
品
の
事
」
が
あ
る
の
は
、
「
中
正
を
尽
く
し
精
誠
を
掲
く
す
」
た
め
で
あ
る
。
だ
が
、
後
世
、
こ
う
し
た
古
の
本
来
的
あ
り
方
が
失
わ
れ
、
「
淫
腐
乱
神
の
艦
」
「
仰
張
愛
怪
の
一
一
言
」
「
丹
書
9 
厭
勝
の
物
」
と
い
っ
た
迷
信
が
生
ま
れ
る
に
至
っ
た
の
だ
、
と
い
う
。
こ
こ
で
、
病
気
や
災
禍
へ
の
対
処
の
仕
方
や
「
鵡
祈
の
鵡
・
史
亙
の
事
」
の
存
在
意
義
が
全
て
人
間
の
側
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
従
来
の
解
釈
を
生
ん
だ
理
由
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
伸
長
統
の
主
張
が
、
天
人
感
応
説
と
し
て
の
「
人
天
因
果
」
の
思
想
と
翻
蹄
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
と
言
え
ば
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
確
か
に
「
末
」
た
る
「
天
道
」
に
つ
い
て
の
言
及
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
「
己
に
克
ち
て
射
を
責
む
る
」
こ
と
で
災
禍
か
ら
回
復
で
き
る
と
す
る
点
、
ま
た
、
「
締
祈
の
槌
・
史
亙
の
事
」
が
存
在
す
る
の
は
「
中
正
を
尽
く
し
精
誠
を
掲
く
す
」
た
め
で
あ
る
と
す
る
点
は
、
「
人
天
因
果
」
の
思
想
を
踏
ま
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
仲
長
統
は
、
「
人
天
因
果
」
の
思
想
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
令
夫
王
者
、
誠
忠
心
於
自
省
、
専
思
慮
於
治
道
、
自
省
無
慾
、
治
道
不
謬
、
則
彼
嘉
物
之
生
、
休
祥
之
来
、
是
我
汲
井
而
水
出
、
鼎
韓
国
出
而
火
燃
者
耳
。
何
足
以
局
賀
者
耶
。
故
赦
於
報
臆
、
喜
於
珍
祥
、
是
劣
者
之
私
情
、
未
可
謂
太
上
之
公
徳
也
。
(
『
翠
書
治
要
』
巻
四
十
五
所
引
『
昌
言
』
議
難
篇
)
王
者
が
自
省
し
て
忠
心
を
極
め
、
治
道
に
思
慮
を
尽
く
し
、
修
己
・
治
政
と
も
に
誤
り
が
な
げ
れ
ば
、
「
嘉
物
」
が
生
じ
、
「
休
祥
」
が
到
来
す
る
こ
と
は
、
井
戸
か
ら
水
を
汲
み
、
寵
で
火
を
焚
く
よ
う
に
必
然
の
こ
と
で
あ
り
、
容
易
な
と
と
で
あ
る
、
と
す
る
。
ζ
こ
で
王
者
10 
に
要
請
さ
れ
る
心
的
実
践
は
、
「
己
に
克
ち
て
弱
を
寅
む
る
」
こ
と
、
「
中
正
を
尽
く
し
精
誠
を
掲
く
す
」
こ
と
に
共
通
す
る
。
ま
た
、
「
己
に
克
ち
て
胞
を
寅
む
る
」
こ
と
に
お
い
て
は
、
こ
の
心
的
実
践
に
よ
り
災
禍
か
ら
回
復
で
き
る
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
「
人
天
因
果
」
の
思
想
と
同
様
の
関
係
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
古
の
本
来
的
あ
り
方
を
掲
げ
、
迷
信
の
蔓
延
を
批
判
す
る
仲
長
統
の
主
張
は
、
「
天
道
」
は
「
人
事
」
の
結
果
で
あ
る
と
し
て
「
人
事
」
の
重
要
性
を
主
張
す
る
、
「
人
天
因
果
」
の
思
想
に
裏
付
げ
ら
れ
た
も
の
な
の
で
あ
ザ令。
「
人
天
因
果
」
の
思
想
は
、
「
本
」
た
る
「
人
事
」
こ
そ
が
意
味
を
持
ち
、
「
末
」
た
る
「
天
道
」
は
何
ら
の
意
味
も
持
た
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
「
本
」
た
る
「
人
事
」
を
実
行
す
れ
ば
、
「
末
」
た
る
「
天
道
」
は
必
然
的
に
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
「
末
」
た
る
「
天
道
」
が
実
現
さ
れ
な
い
の
は
、
「
本
」
た
る
「
人
事
」
が
実
行
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
仲
長
統
は
、
こ
の
天
人
感
応
説
と
し
て
の
「
人
天
因
果
」
の
思
想
に
基
づ
い
て
「
人
事
」
を
極
め
て
重
視
す
る
の
で
あ
る
。
彼
の
天
人
関
係
に
対
す
る
基
本
的
立
場
は
、
こ
の
思
想
に
こ
そ
存
す
る
の
で
あ
る
。
(3)
「
天
道
常
然
之
大
政
」
だ
が
、
こ
の
「
人
天
因
果
」
の
思
想
に
よ
り
彼
の
天
人
観
の
全
て
を
説
明
で
き
る
の
か
と
言
え
ば
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
問
題
と
な
る
の
は
、
第
一
節
で
見
た
「
天
道
」
「
天
」
の
用
例
で
あ
る
。
王
朝
の
興
亡
を
支
配
す
る
必
然
性
、
い
わ
ば
歴
史
の
「
法
則
」
を
意
味
す
る
「
天
道
」
の
語
と
、
人
間
の
力
で
は
如
何
と
も
し
難
い
何
ら
か
の
働
き
、
い
わ
ば
歴
史
の
行
方
を
支
配
す
る
存
在
を
意
味
す
る
「
天
」
の
語
と
は
、
「
人
事
」
の
必
然
的
結
果
と
し
て
は
解
釈
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
或
い
は
、
こ
の
「
天
道
」
「
天
」
の
用
例
も
、
「
人
天
因
果
」
の
思
想
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
と
す
る
見
方
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
王
朝
が
必
然
的
に
辿
る
三
段
階
の
過
程
に
し
ろ
、
春
秋
時
代
以
降
、
混
乱
の
度
合
い
を
深
め
て
い
く
天
下
の
趨
勢
に
し
ろ
、
そ
れ
ら
は
確
か
に
、
為
政
者
の
政
治
、
す
な
わ
ち
、
「
人
事
」
の
あ
り
方
自
体
に
起
因
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
王
朝
が
辿
る
三
段
階
の
過
程
の
中
、
「
後
嗣
の
愚
主
」
が
現
れ
て
王
朝
が
滅
亡
に
至
る
段
階
を
、
仲
長
統
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
彼
後
嗣
之
態
主
、
見
天
下
莫
敢
奥
之
進
、
白
調
若
天
地
之
不
可
亡
也
、
乃
奔
其
私
晴
、
勝
其
邪
欲
、
君
臣
宣
淫
、
上
下
同
悪
。
目
極
角
低
之
湖
、
耳
窮
郷
街
之
盤
。
入
則
耽
於
婦
人
、
出
則
馳
於
田
獄
。
荒
膝
庶
政
、
奔
亡
人
物
、
温
漫
粥
流
、
無
所
底
極
。
信
任
親
愛
者
、
盤
倭
諮
容
説
之
人
也
。
寵
貴
隆
盟
者
、
意
后
妃
姫
妾
之
家
也
。
使
餓
狼
守
庖
厨
、
飢
虎
牧
牢
豚
、
遂
至
熱
天
下
之
脂
膏
、
断
生
人
之
骨
髄
。
怨
毒
無
明
、
禍
飢
並
起
、
中
図
援
様
、
四
夷
侵
叛
、
土
崩
瓦
解
、
一
朝
市
去
。
昔
之
局
我
哨
乳
之
子
孫
者
、
今
謹
是
我
飲
血
之
短
縦
也
。
至
於
運
徒
執
去
、
猶
不
覚
悟
者
、
宣
非
富
貴
生
不
仁
、
沈
溺
致
愚
疾
邪
。
(
『
後
漢
書
』
列
伝
三
十
九
仲
長
統
伝
所
引
『
昌
言
』
理
乱
篇
)
こ
こ
で
は
、
「
後
嗣
の
愚
主
」
が
自
ら
を
天
地
の
よ
う
に
不
滅
の
存
在
だ
と
思
い
込
み
、
怒
意
に
赴
く
結
果
、
遂
に
は
王
朝
を
滅
亡
さ
せ
て
し
ま
う
有
り
様
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
王
朝
の
滅
亡
と
怒
意
的
な
政
治
と
が
、
「
人
天
因
果
」
の
思
想
と
同
様
、
必
然
的
因
果
関
係
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
末
尾
の
「
運
徒
り
執
去
る
に
至
り
て
も
、
猶
ほ
鐙
悟
せ
ざ
る
者
は
、
出
旦
に
富
貴
不
仁
を
生
じ
、
沈
溺
愚
疾
を
致
す
に
非
ず
や
」
と
い
う
一
文
も
、
「
人
天
因
果
」
の
思
想
を
踏
ま
え
て
考
え
て
み
る
と
、
為
政
者
が
「
覚
悟
」
し
て
善
な
る
政
治
を
行
え
ば
、
王
朝
の
命
数
を
延
長
で
き
る
と
い
う
、
「
人
事
」
と
「
天
道
」
)
と
の
必
然
的
因
果
関
係
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
日剛
山
あ
る
。
引
こ
の
よ
う
に
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
仲
長
統
の
天
人
観
の
全
て
い
は
「
人
天
因
果
」
の
思
想
に
よ
り
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
口
一
文
の
重
点
は
、
「
宣
に
富
貴
不
仁
を
生
じ
、
沈
溺
回
目
疾
を
致
す
に
非
胤
ず
や
」
と
い
う
点
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
一
文
に
続
け
て
「
存
保
亡
之
を
以
て
迭
代
し
、
政
飢
此
れ
に
従
ひ
て
周
復
す
る
は
、
天
道
常
統
然
の
大
数
な
り
」
(
周
右
)
と
い
う
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
末
尾
の
品
川
一
文
は
、
富
貴
と
な
れ
ば
必
ず
不
仁
な
る
行
い
を
生
じ
、
沈
溺
す
れ
ば
必
ず
愚
疾
に
陥
り
、
「
後
嗣
の
恩
主
」
は
決
し
て
「
覚
悟
」
す
る
こ
!
と
が
な
い
の
だ
、
と
い
う
為
政
者
た
る
人
間
の
宿
命
と
、
そ
れ
に
よ
り
王
朝
が
必
然
的
に
辿
る
運
命
と
を
説
く
こ
と
に
趣
旨
が
存
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
王
朝
が
勃
興
す
れ
ば
、
「
繕
飽
」
の
時
期
を
経
て
、
「
愚
主
」
が
現
れ
て
滅
亡
に
導
く
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
必
然
的
過
程
を
繰
り
返
し
な
が
ら
歴
史
が
織
り
な
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
、
仲
長
統
は
「
天
道
常
然
の
大
数
な
り
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
春
秋
時
代
以
降
、
混
乱
の
度
合
い
を
深
め
て
い
く
天
下
の
趨
勢
を
嘆
い
て
、
「
暖
乎
、
知
ら
ず
、
来
世
の
聖
人
此
れ
を
救
ふ
の
道
、
賂
に
何
を
用
ひ
ん
と
す
る
や
。
又
知
ら
ず
、
天
若
く
此
れ
を
窮
む
る
の
数
、
何
く
に
至
ら
ん
と
す
る
や
」
(
同
右
)
と
い
う
の
も
、
同
様
の
趣
旨
か
ら
な
さ
れ
た
発
言
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
己
の
「
天
道
」
「
天
」
の
語
は
、
「
人
天
因
果
」
の
思
想
に
お
け
る
「
人
事
」
の
必
然
的
結
果
と
し
て
の
「
天
道
」
と
は
次
元
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
「
人
事
」
に
よ
り
変
易
し
な
い
、
い
わ
ば
運
命
を
支
配
す
る
存
在
と
し
て
の
天
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
萄
悦
の
夫
人
観
と
の
関
連
(
1
)
苛
悦
の
「
三
勢
」
説
仲
長
統
に
は
、
「
人
事
」
の
必
然
的
結
果
と
し
て
の
天
と
、
「
人
事
」
に
よ
り
変
易
し
な
い
天
と
、
こ
の
相
反
す
る
こ
様
の
天
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
手
掛
か
り
と
な
る
の
が
、
仲
長
統
と
同
時
期
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を
生
き
た
萄
悦
の
天
人
観
で
あ
る
。
彼
は
、
「
三
勢
」
説
に
よ
り
天
人
関
係
を
解
釈
す
る
べ
き
と
と
を
主
張
し
て
い
る
。
以
下
、
こ
れ
に
つ
い
て
考
え
て
お
く
。
凡
三
光
精
気
愛
異
、
此
皆
陰
陽
之
精
也
。
其
本
在
地
而
上
震
於
天
也
。
政
失
於
此
、
則
愛
見
於
彼
。
由
影
之
象
形
、
響
之
臆
盤
。
是
以
明
王
見
之
市
倍
、
勅
身
正
己
、
省
其
品
官
、
謝
其
過
、
則
禍
除
而
福
生
、
自
然
之
臆
也
。
(
『
前
漠
紀
』
巻
六
、
前
漠
高
皇
后
紀
、
以
下
問
)
と
い
う
よ
う
に
、
萄
悦
は
、
人
民
の
存
在
を
明
示
し
て
は
い
な
い
が
、
仲
長
統
の
「
人
天
因
果
」
の
思
想
と
同
様
、
「
気
」
を
媒
介
と
す
る
天
人
感
応
説
を
認
め
て
い
る
。
但
し
、
彼
に
よ
れ
ば
、
天
人
関
係
は
「
災
祥
の
報
、
或
い
は
熔
じ
或
い
は
否
ら
ず
」
、
「
善
悪
の
娘
、
事
物
の
類
、
幾
化
高
端
に
し
て
、
斉
一
な
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
よ
う
に
、
人
事
に
起
因
す
る
天
道
の
変
移
で
あ
る
の
か
否
か
、
ま
た
、
人
事
に
起
因
す
る
も
の
だ
と
し
て
も
、
人
事
と
天
道
の
変
移
と
の
個
々
の
対
応
が
直
ち
に
は
判
別
し
難
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
人
々
は
戸
惑
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
で
は
、
萄
悦
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
天
と
人
と
の
感
応
が
正
確
に
把
握
さ
れ
る
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
提
出
さ
れ
る
の
が
、
「
三
勢
」
説
に
よ
る
天
人
関
係
の
解
釈
で
あ
る
。
夫
事
物
之
性
、
有
自
然
而
成
者
、
有
待
人
事
而
成
者
、
有
失
人
事
不
成
者
、
有
雌
加
人
事
終
身
不
可
成
者
。
是
調
三
勢
。
「
三
勢
」
と
は
、
事
物
の
持
ち
前
と
し
て
、
自
然
に
完
成
す
る
も
の
、
完
成
す
る
か
否
か
が
人
事
に
左
右
さ
れ
る
も
の
、
人
事
を
い
く
ら
加
え
よ
う
が
決
し
て
完
成
し
得
な
い
も
の
、
の
三
者
で
あ
る
。
続
け
て
、
「
三
勢
」
を
病
い
に
喰
え
つ
つ
説
明
を
加
え
、
死
の
寸
前
で
あ
っ
た
貌
国
の
太
子
が
助
か
っ
た
の
は
扇
鵠
が
手
を
尽
く
し
た
か
ら
で
、
時
同
宵
の
病
は
轡
和
で
さ
え
治
せ
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。
ま
た
、
孔
子
の
「
死
生
に
命
有
り
」
「
其
の
死
を
得
ず
」
「
幸
い
に
し
て
免
る
」
と
の
言
葉
を
挙
げ
、
「
其
の
死
を
得
ず
」
と
は
、
死
ぬ
べ
き
状
況
で
は
な
い
の
に
死
ん
で
し
ま
う
場
合
で
、
「
幸
い
に
し
て
免
る
」
と
は
、
死
ぬ
ベ
き
《
凶
V
状
況
で
あ
っ
た
の
に
死
な
な
か
っ
た
場
合
だ
と
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
十
旬
悦
は
、
「
三
勢
」
中
の
、
「
自
然
に
し
て
成
る
者
」
と
、
「
人
事
を
加
ふ
と
錐
も
終
身
成
る
べ
か
ら
ざ
る
者
」
と
い
う
よ
う
な
、
決
し
て
人
事
が
関
与
し
得
な
い
運
命
の
存
在
を
、
天
人
関
係
に
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
一
二
勢
」
説
に
よ
り
天
人
関
係
を
解
釈
す
れ
ば
、
「
災
祥
の
慮
、
謬
る
所
無
し
」
と
い
う
よ
う
に
、
天
人
関
係
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
だ
が
、
萄
悦
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
人
々
の
天
人
関
係
の
解
釈
は
、
「
三
勢
」
説
を
踏
ま
え
る
ど
こ
ろ
か
、
一
面
に
執
わ
れ
る
主
観
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。今
人
見
有
不
移
者
、
園
田
人
事
無
所
能
移
。
見
有
可
移
者
、
園
田
無
天
命
。
見
天
人
之
殊
遠
者
、
因
白
人
事
不
相
干
。
知
神
気
流
通
者
、
因
回
天
人
共
事
而
同
業
。
人
事
に
よ
り
天
道
が
変
移
し
な
い
点
だ
け
を
見
る
者
は
、
人
事
が
天
道
を
変
移
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
と
一
言
う
。
人
事
が
天
道
を
変
移
さ
せ
る
点
だ
け
を
見
る
者
は
、
天
命
な
ど
な
い
と
言
う
。
天
と
人
と
が
遠
く
隔
た
っ
た
存
在
で
あ
る
点
だ
け
を
見
る
者
は
、
天
道
と
人
事
と
は
関
与
し
あ
わ
な
い
と
言
う
。
天
と
人
と
に
神
気
が
流
通
す
る
点
だ
け
を
知
る
者
は
、
天
と
人
と
は
と
も
に
同
じ
働
き
を
担
っ
て
い
る
と
言
う
。
「
皆
其
の
一
端
を
守
り
て
終
始
を
究
め
」
な
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。「
三
勢
」
説
に
よ
る
天
人
関
係
の
解
釈
に
は
、
次
の
よ
う
な
認
識
が
必
要
と
さ
れ
る
。
易
目
、
有
天
道
駕
、
有
地
道
駕
、
有
人
道
駕
、
一
盲
其
異
也
。
兼
)
一
ニ
才
而
雨
之
、
一
言
其
同
也
。
故
天
人
之
道
、
有
同
有
異
。
嫁
其
糊
所
以
異
而
責
其
所
以
問
、
則
成
突
。
守
其
所
以
同
而
求
其
所
以
引
異
、
則
弊
会
。
hv
『
周
易
』
繋
辞
伝
下
の
「
天
道
有
り
、
地
道
有
り
、
人
道
有
り
」
と
は
、
仁
天
・
地
・
人
そ
れ
ぞ
れ
に
は
異
な
る
領
分
が
あ
る
こ
と
を
言
う
。
「
三
胤
才
を
兼
ね
て
之
を
雨
つ
に
す
」
と
は
、
人
が
天
を
感
応
さ
せ
る
こ
と
侃
を
言
う
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
天
と
人
と
の
間
に
は
、
人
が
天
を
感
統
応
さ
せ
る
場
合
と
、
そ
う
で
は
な
い
場
合
と
が
あ
る
。
天
・
池
・
人
制
そ
れ
ぞ
れ
に
は
異
な
る
領
分
が
あ
る
こ
と
を
わ
き
ま
え
た
上
で
、
人
と
し
て
の
務
め
を
果
た
し
、
天
の
し
か
る
べ
き
感
応
の
現
れ
を
求
め
る
な
ら
ば
、
天
人
の
道
は
成
就
す
る
。
逆
に
、
人
が
天
を
感
応
さ
せ
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る
こ
と
だ
げ
に
執
わ
れ
て
、
人
が
関
わ
り
得
な
い
、
天
・
地
が
統
括
す
る
事
柄
の
変
易
を
求
め
る
な
ら
ば
、
天
人
の
道
は
破
綻
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
。
「
責
其
所
以
同
」
と
は
、
例
え
ば
、
天
に
瑞
祥
や
幸
福
を
求
め
る
こ
と
で
あ
り
、
「
求
其
所
以
奥
」
と
は
、
例
え
ば
、
天
の
統
括
す
る
王
朝
の
命
数
や
寿
命
の
延
長
を
求
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
天
人
関
係
の
解
釈
に
当
た
っ
て
は
、
天
地
人
聞
に
存
在
す
る
「
同
」
と
「
異
」
と
の
弁
別
、
す
な
わ
ち
、
天
地
人
三
才
の
領
分
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
と
、
そ
れ
ら
の
聞
に
存
在
す
る
相
互
関
係
と
を
見
極
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
そ
れ
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
夫
上
智
下
愚
雌
不
移
、
而
教
之
所
以
移
者
多
失
。
大
数
之
極
雌
不
袋
、
然
人
事
之
愛
者
亦
多
突
。
・
:
故
気
類
、
有
動
而
未
底
、
感
而
未
終
、
終
市
有
製
。
遅
速
深
浅
、
嬰
化
錯
子
其
中
突
。
是
故
参
差
難
得
而
均
失
。
天
地
人
物
之
理
、
莫
不
同
之
。
こ
の
世
に
は
教
化
を
必
要
と
し
な
い
上
智
と
、
い
か
な
る
教
化
も
無
意
味
な
下
愚
と
は
少
な
く
、
教
化
に
よ
り
向
上
し
得
る
中
人
が
最
も
多
い
の
と
同
様
に
、
天
人
関
係
に
お
い
て
も
、
い
か
な
る
人
事
に
よ
っ
て
も
不
可
変
の
事
柄
に
比
す
れ
ば
、
人
事
が
も
た
ら
し
得
る
変
移
は
多
い
の
で
あ
る
が
、
た
だ
、
感
応
の
現
れ
方
は
一
定
の
パ
タ
ー
ン
を
取
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
極
め
て
捉
え
難
い
も
の
だ
、
と
す
る
。
凡
三
勢
之
数
、
深
不
可
識
。
故
君
子
童
心
力
需
以
任
天
命
。
易
自
、
窮
理
毒
性
、
以
至
於
命
。
其
此
之
謂
乎
。
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「
三
勢
」
の
道
理
は
到
底
、
知
り
尽
く
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
『
周
易
』
説
卦
伝
に
い
う
ご
と
く
、
と
も
か
く
も
人
事
を
尽
く
す
こ
と
が
肝
要
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
は
一
切
を
天
命
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
萄
悦
は
、
「
三
勢
」
説
に
よ
る
天
人
関
係
の
解
釈
、
つ
ま
り
、
人
事
の
関
わ
り
得
な
い
不
可
変
な
天
道
と
、
人
事
の
結
果
と
し
て
発
現
す
る
天
道
と
を
峻
別
す
る
べ
き
こ
と
を
強
く
主
張
す
る
の
で
ゅ
の
る
。
(2)
仲
長
統
と
萄
悦
と
の
同
異
以
上
に
見
た
、
萄
悦
の
「
一
ニ
勢
」
説
に
よ
る
天
人
関
係
の
解
釈
を
手
掛
か
り
と
す
れ
ば
、
仲
長
統
に
お
げ
る
天
が
、
「
人
天
因
果
」
の
思
想
に
基
づ
い
て
「
人
事
」
に
従
属
す
る
存
在
と
さ
れ
る
一
方
で
、
「
人
事
」
に
よ
り
変
易
し
な
い
、
い
わ
ば
運
命
を
支
配
す
る
存
在
と
も
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
矛
盾
な
く
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
仲
長
統
の
場
合
、
部
分
的
に
し
か
伝
わ
ら
な
い
現
存
の
『
昌
吉
一
一
回
』
に
よ
る
限
り
、
運
命
を
支
配
す
る
存
在
と
し
て
の
天
は
、
厳
密
に
は
歴
史
を
支
配
す
る
存
在
と
し
て
現
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
だ
が
、
こ
う
し
た
天
の
用
例
が
見
ら
れ
る
以
上
、
仲
長
統
は
人
間
個
々
の
運
命
を
支
配
す
る
存
在
と
し
て
も
天
を
考
え
て
い
る
と
見
倣
さ
れ
る
。
事
実
、
第
一
節
で
見
た
、
春
秋
時
代
以
降
、
混
乱
の
度
合
い
を
深
め
る
天
下
の
趨
勢
を
嘆
い
た
発
言
に
は
、
司
馬
遼
が
「
天
道
是
な
る
か
非
な
る
か
」
と
し
て
天
道
へ
の
懐
疑
を
述
べ
、
ま
ま
な
ら
ぬ
運
命
の
存
在
を
強
く
自
覚
し
て
い
た
の
と
同
様
の
、
天
に
対
す
る
疎
外
感
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
仲
長
統
は
、
苛
悦
の
「
三
勢
」
説
に
よ
る
天
人
関
係
の
解
釈
と
同
様
、
「
人
事
」
が
関
与
し
得
る
領
域
と
、
関
与
し
得
な
い
領
域
と
を
、
天
に
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
伸
長
統
の
天
人
観
と
苛
悦
の
そ
れ
と
の
聞
に
は
、
異
な
る
点
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
予
定
説
と
し
て
の
受
命
・
天
命
に
対
す
る
態
度
の
相
違
で
あ
る
。
奇
悦
は
、
高
祖
の
漢
王
朝
樹
立
に
つ
い
て
、
「
雄
俊
の
才
、
寛
明
の
客
、
歴
数
の
授
く
る
所
、
神
祇
の
相
く
る
所
に
非
ざ
れ
ば
、
安
ん
ぞ
能
く
功
を
致
す
こ
と
此
く
の
如
か
ら
ん
や
。
夫
れ
帝
王
の
作
る
や
、
必
ず
神
人
の
助
有
り
。
徳
に
非
ざ
れ
ば
以
て
業
を
建
つ
る
こ
と
無
く
、
命
に
非
ざ
れ
ば
以
て
衆
を
定
む
る
こ
A
却
}
と
無
し
」
(
「
前
漢
紀
』
巻
四
、
前
漢
寸
前
祖
皇
帝
紀
讃
)
と
い
い
、
予
定
説
と
し
て
の
受
命
・
天
命
を
肯
定
し
て
い
る
。
だ
が
、
仲
長
統
は
、
第
二
章
(
l
)
で
見
た
よ
う
に
、
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。
「
人
天
因
果
」
の
思
想
に
基
き
、
「
受
命
」
「
天
命
」
を
「
人
事
」
の
必
然
的
結
果
と
し
て
捉
え
直
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
と
、
仲
長
統
が
予
定
説
と
し
て
の
受
命
・
天
命
を
否
定
す
る
こ
と
と
、
運
命
を
認
め
る
こ
と
と
は
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
予
定
説
と
し
て
の
受
命
・
天
命
が
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
、
運
命
も
否
定
さ
れ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
、
予
定
説
と
し
て
の
受
命
・
天
命
に
し
て
も
、
運
命
に
し
て
も
、
天
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
と
も
に
天
の
超
越
性
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
天
の
超
越
性
を
認
め
る
こ
と
が
即
、
人
の
天
に
対
す
る
完
全
な
従
属
を
意
味
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
仲
長
統
は
、
運
命
を
支
配
す
る
存
在
と
し
て
天
の
超
越
性
を
認
め
る
と
同
時
に
、
「
人
事
」
の
重
要
性
を
強
調
す
る
べ
く
、
予
定
説
と
し
て
の
受
命
・
天
命
に
新
た
な
解
釈
を
施
し
た
の
で
あ
る
。
従
来
、
仲
長
統
に
お
げ
る
天
を
自
然
現
象
と
規
定
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
仲
長
統
の
天
人
観
と
萄
悦
の
そ
れ
と
は
、
か
な
り
異
な
る
も
の
と
見
倣
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
目
。
だ
が
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
こ
と
に
よ
れ
ば
、
両
者
の
天
人
観
は
そ
れ
ほ
ど
隔
た
っ
た
も
)
の
で
は
な
い
。
仲
長
統
や
荷
悦
が
、
運
命
を
認
め
つ
つ
、
「
人
事
」
の
糊
重
要
性
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
彼
ら
に
漠
代
的
パ
天
人
観
の
色
彩
が
色
濃
く
見
ら
れ
る
と
は
言
え
、
孔
孟
以
来
の
伝
統
マ
‘
【
n凶
い
的
天
人
観
に
共
通
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
儒
家
と
し
て
の
本
に
分
を
わ
き
ま
え
、
ま
ま
な
ら
ぬ
運
命
の
存
在
を
自
覚
し
つ
つ
、
頚
廃
胤
の
極
み
に
あ
っ
た
政
治
的
社
会
的
状
況
の
回
復
を
図
る
べ
く
、
「
人
何
事
」
の
重
要
性
を
強
く
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
統長雨。15 
精
ひ
以
上
、
仲
長
統
の
天
人
観
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
従
来
、
彼
の
天
人
観
は
、
天
の
超
越
性
や
天
人
相
関
・
感
応
説
を
批
判
・
否
定
し
、
天
を
自
然
現
象
に
限
定
し
て
捉
え
、
治
乱
の
原
因
を
専
ら
人
事
に
帰
す
る
も
の
と
見
倣
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
検
討
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
こ
の
見
解
は
見
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仲
長
統
が
、
天
と
人
と
の
双
方
か
ら
働
き
か
け
を
認
め
る
天
人
相
関
説
を
批
判
・
否
定
し
た
と
す
る
点
は
、
確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
が
普
な
る
政
治
を
実
行
す
る
こ
と
で
天
へ
働
き
か
け
る
と
い
う
天
人
感
応
説
を
も
批
判
・
否
定
し
た
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
仲
長
統
は
、
そ
も
そ
も
、
天
を
自
然
現
象
に
限
定
し
て
捉
え
て
は
い
な
い
。
天
を
自
然
現
象
に
限
定
す
る
の
は
、
飽
く
ま
で
し
か
る
べ
き
「
人
事
」
の
実
行
に
不
可
欠
な
事
柄
が
自
然
現
象
の
把
握
で
あ
る
か
ら
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
は
「
天
道
」
を
「
人
事
」
の
必
然
的
結
果
と
捉
え
る
、
「
人
事
を
本
と
矯
し
、
天
道
を
末
と
局
す
」
と
い
う
思
想
か
ら
す
れ
ば
、
極
め
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
人
事
」
と
「
天
道
」
と
を
必
然
的
因
果
関
係
の
下
に
把
握
す
る
思
想
は
、
紛
れ
も
な
く
天
人
感
応
説
と
し
て
理
解
す
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
思
想
に
よ
っ
て
は
解
釈
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
天
」
「
天
道
」
の
用
例
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
見
逃
す
べ
き
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
「
人
事
」
に
よ
り
変
易
し
な
い
、
運
命
を
支
配
す
る
存
在
と
し
て
の
天
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
、
「
天
道
」
を
「
人
事
」
の
必
然
的
結
果
と
捉
え
る
こ
と
と
を
、
萄
悦
の
「
三
勢
」
説
に
よ
る
天
人
関
係
の
解
釈
を
手
掛
か
り
に
考
え
て
み
る
と
、
仲
長
統
が
、
萄
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悦
と
同
様
、
「
人
事
」
が
関
与
し
得
る
領
域
と
、
関
与
し
得
な
い
領
域
と
を
天
に
認
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
仲
長
統
は
、
「
人
事
」
が
関
与
し
得
な
い
天
の
領
域
、
つ
ま
り
、
ま
ま
な
ら
ぬ
運
命
の
存
在
を
自
覚
し
つ
つ
、
「
人
事
を
本
と
矯
し
、
天
道
を
末
と
局
す
」
と
い
う
思
想
を
基
本
的
立
場
と
し
て
、
「
人
事
」
の
重
要
性
を
強
く
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
仲
長
統
の
姿
勢
は
、
孔
孟
以
来
の
伝
統
的
天
人
観
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
‘王
(1)
仲
長
統
の
享
年
に
つ
い
て
、
『
三
国
志
」
巻
二
十
一
、
劉
勧
伝
表
松
之
注
に
引
く
謬
製
「
統
昌
言
表
」
は
「
延
康
元
年
卒
、
時
年
四
十
餓
」
と
し
、
「
後
漢
書
』
本
伝
は
「
蹴
帝
遜
位
之
歳
、
統
卒
、
時
年
四
十
こ
と
す
る
。
こ
こ
で
は
本
伝
に
従
う
。
(
2
)
本
稿
で
は
、
気
を
媒
介
と
し
た
天
と
人
と
の
感
応
が
認
め
ら
れ
る
天
人
関
係
を
、
天
人
感
応
説
と
呼
ぶ
。
天
か
ら
人
へ
の
感
応
と
の
例
と
し
て
は
、
天
帝
の
精
気
に
感
じ
て
王
者
を
身
簡
も
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
感
生
帝
説
が
挙
げ
ら
れ
る
。
人
か
ら
天
へ
の
感
応
と
例
と
し
て
は
、
『
抽
出
番
』
五
行
志
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
気
の
理
論
に
よ
る
災
異
解
釈
が
挙
げ
ら
れ
る
。
『
回
豆
一
国
』
に
は
、
後
者
の
、
気
を
媒
介
と
し
た
人
か
ら
天
へ
の
感
応
を
思
わ
せ
る
表
現
が
、
数
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
(3)
管
見
の
限
り
、
劉
邦
富
「
試
論
仲
長
統
的
天
人
観
」
(
『
中
国
哲
学
史
研
究
集
刊
』
一
一
一
九
八
二
年
、
所
収
)
、
祝
瑞
開
「
仲
長
統
的
二
重
性
的
思
想
性
格
」
(
同
氏
著
『
両
渓
思
想
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
九
年
、
所
収
)
、
劉
文
英
「
仲
長
統
評
伝
」
(
同
氏
著
『
王
符
評
伝
』
南
京
大
学
出
版
社
一
九
九
三
年
に
附
械
)
が
あ
る
。
(
4
)
前
掲
劉
邦
富
氏
は
、
仲
長
統
に
は
唯
物
主
義
的
天
人
観
の
不
徹
底
性
が
存
在
す
る
と
し
て
、
「
受
命
」
「
天
命
」
の
語
の
使
用
に
つ
い
て
「
依
然
「
天
命
」
論
の
痕
跡
が
存
在
し
て
い
る
」
と
し
、
ま
た
、
「
人
事
筋
本
、
天
道
局
末
」
と
い
う
思
想
に
つ
い
て
「
依
然
、
天
道
の
地
位
と
作
用
を
あ
る
程
度
は
認
め
て
い
る
」
と
す
る
。
祝
瑞
関
氏
は
、
古
の
聖
帝
・
明
王
の
徳
政
に
よ
り
「
天
地
の
嘉
臆
」
「
鬼
神
の
吉
躍
」
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
資
料
、
及
び
「
祈
鵡
の
穂
、
史
亙
の
事
」
が
存
在
す
る
の
は
「
中
正
」
「
精
敵
」
を
尽
く
す
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
資
料
を
挙
げ
、
「
仲
長
統
は
梢
気
説
の
影
響
か
ら
の
脱
却
を
そ
れ
ほ
ど
徹
底
し
て
は
お
ら
ず
、
な
お
天
人
感
応
神
学
の
幾
ら
か
の
形
跡
を
留
め
て
い
る
」
と
す
る
。
劉
文
英
氏
は
、
政
治
が
清
明
で
あ
れ
ば
、
天
地
は
王
者
に
順
応
し
て
風
雨
の
調
和
が
成
し
遂
げ
ら
れ
、
祥
瑞
は
自
然
に
現
れ
、
悪
物
は
自
然
に
滅
ぶ
と
い
う
資
料
を
挙
げ
、
「
王
朝
側
の
「
天
道
」
観
念
の
思
想
的
痕
跡
を
帯
び
て
い
る
」
と
す
る
。
(5)
鈴
木
茂
「
仲
長
統
の
歴
史
的
批
判
主
義
に
つ
い
て
」
(
「
東
洋
の
文
化
と
社
会
」
第
七
輯
一
九
五
八
年
、
所
収
)
、
内
山
俊
彦
「
仲
長
統
l
後
漢
末
一
知
識
人
の
思
想
と
行
動
|
」
(
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
三
十
六
拍
車
一
九
八
四
年
、
後
、
同
氏
著
『
中
国
古
代
思
想
史
に
お
け
る
自
然
認
識
』
創
文
社
一
九
八
七
年
に
所
収
。
本
稿
で
は
著
書
所
収
論
文
を
参
照
し
た
て
堀
池
信
夫
「
仲
長
統
に
つ
い
て
」
(
『
中
国
文
化
研
究
と
教
育
|
』
四
一
ニ
一
九
八
五
年
、
所
収
。
後
、
「
仲
長
統
論
」
と
改
題
・
改
訂
の
上
、
同
氏
著
『
漢
貌
思
想
史
研
究
』
明
治
書
院
一
九
八
八
年
に
所
収
o
'
G
。
(6)
「
昌
言
』
に
お
け
る
天
人
感
応
説
を
思
わ
せ
る
表
現
に
つ
い
て
、
前
掲
鈴
木
氏
は
ご
種
の
自
然
支
配
の
思
想
が
含
ま
れ
る
」
と
し
、
内
山
氏
は
「
表
面
的
に
は
全
く
否
定
す
る
の
で
は
な
い
」
と
し
、
堀
池
氏
は
「
自
然
現
象
と
し
て
の
み
天
を
と
ら
え
」
る
「
前
提
の
許
容
す
る
範
囲
に
お
い
て
「
天
」
を
肯
定
し
」
た
の
で
あ
り
、
「
天
人
関
係
は
一
種
の
比
喰
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
」
と
す
る
。
な
お
、
右
の
内
山
氏
の
言
葉
か
ら
だ
け
で
は
、
氏
が
こ
れ
ら
の
表
現
を
実
際
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
が
、
は
っ
き
り
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
以
下
、
補
足
し
て
お
く
。
内
山
氏
は
次
の
よ
う
に
い
う
、
「
仲
長
統
が
「
天
」
に
つ
い
て
い
う
所
、
ま
た
彼
の
祥
端
災
異
説
に
対
す
る
態
度
や
呪
術
へ
の
批
判
は
、
か
つ
て
有
子
が
、
「
天
」
を
自
然
と
し
て
捉
え
て
「
天
人
之
分
」
を
説
き
、
呪
)
術
や
占
ト
を
「
文
」
(
装
飾
)
で
あ
る
と
し
た
こ
と
や
、
王
充
が
・
・
糊
「
天
」
は
「
気
」
を
含
ん
だ
自
然
・
不
作
為
の
物
体
で
あ
る
と
し
、
「
天
」
(
の
人
間
に
対
す
る
賞
罰
と
い
う
俗
説
を
批
判
し
、
天
人
相
関
論
や
災
同
異
説
を
攻
撃
し
呪
術
に
つ
い
て
も
冷
静
な
見
解
を
示
し
て
い
る
・
つ
こ
と
と
共
通
す
る
、
合
理
主
義
的
思
想
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
「
天
」
の
俳
超
越
性
を
否
定
し
た
こ
と
に
お
い
て
、
唯
物
論
的
特
徴
を
な
す
も
の
人
で
あ
る
」
と
。
こ
の
説
明
か
ら
考
え
る
と
、
内
山
氏
は
、
天
人
感
応
説
仰
を
思
わ
せ
る
表
現
を
、
表
面
的
修
辞
的
な
も
の
と
見
倣
し
て
い
る
の
統
で
あ
ろ
う
。
帳
(7)
笠
原
祥
士
郎
氏
「
仲
長
統
の
思
想
」
(
『
国
語
国
文
学
』
二
五
一
九
八
六
年
)
は
、
唯
一
、
天
を
自
然
現
象
に
限
定
し
て
捉
え
る
と
す
る
立
場
を
取
ら
ず
、
「
天
道
と
は
全
く
実
体
の
伴
わ
な
い
も
の
」
で
は
な
く
、
本
稿
で
は
著
書
所
収
論
文
を
参
照
し
た
)
が
あ
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「
所
制
「
詰
物
・
休
祥
」
で
太
平
の
世
の
出
現
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
現
実
に
強
い
力
を
も
っ
て
生
き
続
け
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
す
る
が
、
そ
の
一
方
で
は
「
仲
長
統
が
ど
れ
位
具
体
的
に
天
事
を
認
め
て
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
天
事
を
認
め
つ
つ
人
事
を
重
視
し
よ
う
と
す
る
態
度
か
ら
む
し
ろ
我
々
は
人
事
の
必
要
性
を
強
く
訴
え
る
仲
長
統
の
姿
に
思
い
を
寄
せ
る
」
と
も
述
べ
て
お
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
仲
長
統
が
ど
の
よ
う
な
意
味
合
い
で
「
天
事
を
認
め
」
て
い
た
の
か
な
ど
、
よ
く
分
か
ら
な
い
点
が
多
い
。
(
8
)
『
昌
吉
田
』
の
完
本
は
宋
代
に
は
既
に
失
わ
れ
て
お
り
(
前
掲
内
山
氏
の
所
論
を
参
照
)
、
現
在
、
部
分
的
に
伝
わ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
『
後
漢
書
」
本
伝
、
『
謡
番
治
要
」
に
数
腐
の
節
録
が
残
っ
て
い
る
。
引
用
に
当
た
っ
て
は
、
『
後
漢
書
』
(
中
筆
者
局
二
十
四
史
本
)
、
『
謹
書
治
要
」
(
四
部
殻
刊
本
)
を
底
本
と
し
、
『
謹
書
治
要
』
(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
謹
書
治
要
」
古
典
研
究
会
叢
書
漢
籍
之
部
第
十
五
巻
「
謹
書
治
要
』
七
汲
古
書
院
一
九
九
一
年
)
、
『
意
林
』
(
四
部
殻
刊
本
)
、
「
全
後
漢
文
」
(
厳
可
均
『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
国
六
朝
文
』
中
文
出
版
社
一
九
八
一
年
)
を
参
照
し
て
校
訂
を
加
え
た
。
(9)
前
掲
内
山
氏
は
、
天
を
自
然
現
象
に
限
定
し
て
捉
え
た
と
す
る
前
提
と
の
整
合
性
を
図
る
べ
く
、
こ
の
「
天
道
」
の
語
に
つ
い
て
「
漢
代
儒
教
の
天
人
相
関
説
に
立
つ
も
の
で
は
な
く
、
歴
史
の
な
か
に
働
く
条
理
、
法
則
と
い
っ
た
も
の
(
厳
密
に
規
定
さ
れ
た
法
則
性
で
は
な
い
が
)
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
。
天
人
相
関
説
に
立
つ
も
の
で
は
な
い
こ
と
及
び
「
天
道
」
の
語
が
意
味
す
る
内
容
に
は
同
意
す
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
歴
史
の
「
条
理
、
法
則
」
を
、
仲
長
統
が
「
天
道
」
18 
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
を
よ
り
重
視
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
前
掲
劉
文
英
氏
は
、
こ
の
「
天
道
」
の
語
に
つ
い
て
「
如
何
な
る
人
も
改
変
し
得
な
い
歴
史
変
化
の
道
」
と
す
る
が
、
仲
長
統
が
天
を
自
然
現
象
に
限
定
す
る
こ
と
や
、
天
人
感
応
説
と
認
め
ら
れ
る
表
現
と
の
関
係
に
は
全
く
言
及
し
な
い
。
(
叩
)
前
掲
内
山
氏
は
、
先
の
「
天
道
」
と
同
様
、
こ
の
「
天
」
の
語
に
つ
い
て
も
「
超
越
的
な
「
天
」
の
力
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
」
く
、
「
歴
史
の
趨
勢
、
あ
る
い
は
彼
の
い
わ
ゆ
る
「
天
道
」
は
す
で
に
漢
主
朝
を
置
き
去
り
に
し
て
進
ん
で
い
る
と
い
う
実
感
が
、
こ
こ
で
は
パ
セ
テ
ィ
ッ
ク
に
表
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
す
る
。
確
か
に
「
パ
セ
テ
ィ
ッ
ク
」
な
「
表
明
」
な
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
超
越
性
を
伴
っ
た
「
天
」
の
語
を
、
敢
え
て
否
定
的
に
見
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
(
日
)
前
掲
厳
可
均
「
全
後
漢
文
」
に
「
脱
一
字
」
と
い
う
。
(
ロ
)
注
(4)
所
掲
の
劉
邦
富
氏
・
祝
瑞
開
氏
・
劉
文
英
氏
及
び
注
(7)
所
掲
の
笠
原
氏
の
見
解
を
参
照
。
(
日
)
前
掲
般
可
均
「
全
後
漢
文
」
に
「
有
脱
字
」
と
い
う
。
(
H
H
)
前
掲
内
山
氏
は
、
前
者
に
つ
い
て
「
こ
こ
で
「
迭
代
」
と
い
い
「
周
復
」
と
い
う
が
、
仲
長
統
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
過
程
は
右
の
よ
う
に
、
王
朝
の
あ
り
方
自
体
に
原
因
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
て
、
ど
こ
ま
で
も
政
治
の
実
態
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
歴
史
の
趨
勢
・
力
学
に
限
を
す
え
た
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
思
索
が
な
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
(
日
)
『
前
漢
紀
』
か
ら
の
引
用
は
、
四
部
叢
刊
本
を
底
本
と
し
、
張
烈
点
校
『
両
漢
紀
』
上
冊
(
中
華
書
局
、
二
O
O
二
年
)
を
参
照
し
て
校
訂
を
加
え
た
。
(
日
出
)
堀
池
信
夫
「
苛
悦
請
」
(
前
掲
堀
池
氏
著
書
に
所
収
)
は
、
こ
の
資
料
の
み
を
引
用
し
、
萄
悦
は
「
天
人
感
応
の
「
天
」
(
天
神
)
に
つ
い
て
、
そ
の
超
越
性
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
」
、
「
天
人
感
応
は
呪
術
的
宗
教
的
な
天
を
背
景
に
す
る
も
の
で
は
な
く
、
全
く
気
の
物
質
的
自
然
的
反
応
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
す
る
。
だ
が
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
荷
悦
は
人
事
の
関
与
し
得
な
い
不
可
変
な
天
道
の
存
在
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
「
前
淡
紀
』
巻
四
、
前
波
宮
同
祖
皇
帝
紀
の
讃
に
も
次
の
よ
三
つ
に
い
宝
つ
。一
一
両
祖
起
於
布
衣
之
中
、
哲
剣
而
取
天
下
。
不
由
唐
虞
之
料
、
不
階
湯
武
之
主
。
龍
行
虎
袋
、
率
従
風
雲
、
征
乱
伐
暴
、
廓
清
帝
字
。
八
誠
之
問
、
海
内
克
定
、
遂
何
天
之
術
、
登
建
皇
極
。
上
古
己
来
、
書
籍
所
載
、
来
首
有
也
。
非
雄
俊
之
才
、
寛
明
之
器
、
歴
数
所
授
、
神
祇
所
相
、
安
能
致
功
如
此
。
夫
帝
王
之
作
、
必
有
神
人
之
助
。
非
徳
無
以
建
業
、
非
命
無
以
定
衆
。
或
以
文
昭
、
或
以
武
興
、
或
以
蛮
立
、
或
以
人
崇
。
焚
魚
斬
蛇
、
異
功
問
符
。
宣
非
精
霊
之
感
哉
。
番
目
、
天
工
人
其
代
之
。
易
日
、
湯
武
革
命
。
順
乎
天
而
臆
乎
人
。
其
斯
之
謂
乎
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
荷
悦
は
明
ら
か
に
天
の
超
越
性
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
堀
池
氏
の
見
解
に
は
首
肯
で
き
な
い
。
(
口
)
詩
云
、
上
天
之
滅
、
無
聾
無
臭
。
其
詳
難
得
而
間
失
。
宣
不
然
乎
。
災
祥
之
報
、
或
臆
或
否
。
故
橋
洪
範
省
徴
、
則
有
尭
湯
水
早
之
災
。
格
消
災
復
異
、
則
有
周
宣
雲
漢
、
寧
莫
我
聴
。
稽
易
積
善
有
慶
、
則
有
顔
舟
天
疾
之
凶
。
善
悪
之
致
、
事
物
之
類
、
渡
化
高
端
、
不
可
膏
一
。
是
以
視
聴
者
惑
駕
。
(
四
)
凡
此
三
勢
、
物
無
不
然
。
以
小
知
大
、
近
取
諸
身
。
智
之
疾
病
、
不
治
而
自
穆
者
、
有
治
之
則
援
者
、
有
不
治
則
不
諺
者
、
有
雄
治
而
終
身
不
可
愈
者
。
量
非
類
乎
。
背
貌
太
子
死
、
扇
鵠
治
而
生
之
。
鵠
臼
、
我
非
能
治
死
局
生
也
、
能
使
可
生
者
生
耳
。
然
太
子
不
迎
鵠
、
亦
不
生
突
。
若
夫
官
宵
之
疾
、
雄
監
和
亦
不
能
治
実
。
故
孔
子
日
死
生
有
命
。
文
田
不
得
其
死
。
然
又
臼
幸
而
免
。
死
生
有
命
、
其
正
理
也
。
不
得
其
死
、
未
可
以
死
而
死
。
幸
而
免
者
、
可
以
死
而
不
死
。
凡
此
皆
性
命
三
勢
之
理。
(
日
)
こ
の
一
文
は
、
も
と
「
知
神
気
流
通
者
、
人
共
事
而
同
業
」
に
作
り
、
前
掲
の
張
烈
点
校
本
に
も
、
清
末
陳
瑛
の
「
雨
句
間
有
脱
字
」
と
の
校
記
が
引
か
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
前
後
の
文
意
か
ら
考
え
て
、
両
句
の
問
に
「
因
臼
天
」
の
三
字
を
補
っ
た
。
な
お
、
前
文
か
ら
考
え
る
と
、
「
知
」
字
は
、
本
来
「
見
」
字
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
(
初
)
注
(
日
)
を
参
照
。
)
(
紅
)
任
継
愈
等
「
東
漢
末
年
的
社
会
批
判
思
潮
」
(
『
中
国
哲
学
発
展
史
酬
恭
一
決
』
人
民
出
版
社
一
九
八
五
年
、
所
収
)
は
、
萄
悦
の
天
人
観
に
(
つ
い
て
仲
長
統
の
そ
れ
と
比
較
し
つ
つ
、
「
人
事
の
重
姿
性
を
強
調
す
え
る
こ
と
は
、
思
想
的
着
眼
点
か
ら
見
る
と
、
仲
長
統
の
「
人
事
局
本
、
つ
天
道
筋
宋
」
と
い
う
命
題
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
だ
が
、
荷
悦
は
仲
長
肱
統
が
天
と
人
と
を
対
立
さ
せ
た
こ
と
に
倣
わ
ず
、
努
め
て
天
と
人
と
人
の
疎
通
を
図
り
、
人
事
の
根
拠
が
人
事
自
体
に
で
は
な
く
、
天
道
に
あ
ほ
る
と
考
え
る
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
祝
瑞
開
「
苛
悦
的
二
元
論
傾
向
和
統
以
，
教
法
井
行
。
為
基
礎
的
改
良
主
義
」
(
前
掲
祝
氏
著
書
に
所
収
)
は
、
帳
「
荷
悦
は
天
人
感
応
神
学
を
擁
護
し
、
こ
れ
に
修
補
を
行
っ
た
。
天
と
人
と
が
感
応
し
な
い
の
は
決
し
て
感
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
「
気
変
」
「
類
感
」
に
「
遅
速
浅
深
」
な
ど
錯
綜
し
た
複
雑
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な
状
況
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
、
型
ど
お
り
の
感
応
が
求
め
ら
れ
な
い
の
だ
、
と
彼
は
考
え
る
。
彼
は
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
三
勢
」
の
理
論
を
用
い
て
人
事
の
限
界
を
分
析
し
、
人
事
が
決
し
て
全
て
の
作
用
を
引
き
起
こ
せ
は
し
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
」
と
述
べ
る
ロ
ま
た
、
注
(
珂
)
所
掲
堀
池
氏
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
荷
悦
は
天
の
超
越
性
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
が
、
「
と
は
い
え
、
基
本
的
に
天
人
感
応
を
肯
定
す
る
と
い
う
点
に
か
ぎ
っ
て
い
え
ば
、
当
時
の
通
有
の
風
潮
に
対
し
て
妥
協
的
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
」
と
す
る
。
仲
長
統
の
天
人
観
に
関
す
る
祝
氏
の
見
解
は
、
「
は
じ
め
に
」
及
び
注
(4)
を
参
照
。
堀
池
氏
の
見
解
は
、
注
(5)
を
参
照
。
荷
悦
に
お
け
る
「
人
事
」
を
ど
う
捉
え
る
か
に
つ
い
て
、
任
氏
と
祝
氏
の
間
に
差
異
が
見
ら
れ
る
が
、
仲
長
統
と
苛
悦
と
は
、
天
に
対
す
る
認
識
が
全
く
異
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
(
幻
)
孔
子
・
孟
子
の
天
人
観
に
つ
い
て
は
、
金
谷
治
「
孔
孟
の
命
に
つ
い
て
ー
人
間
性
と
そ
の
限
界
l
」
(
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
八
集
一
九
五
六
年
、
後
、
同
氏
著
『
死
と
運
命
中
国
古
代
の
思
索
l
』
法
蔵
館
一
九
八
六
年
、
所
収
)
を
参
照
。
金
谷
氏
は
「
道
徳
へ
の
意
欲
が
い
か
に
強
く
と
も
、
そ
の
窓
の
ま
ま
に
な
ら
ぬ
こ
と
に
よ
っ
て
天
を
怨
む
必
要
は
な
い
。
運
命
の
ま
ま
な
ら
ぬ
カ
が
い
か
に
大
き
く
と
も
、
そ
の
前
に
屈
服
し
て
自
己
の
人
間
恒
を
失
う
危
険
は
な
い
。
そ
れ
が
孔
子
や
孟
子
の
立
場
で
あ
っ
た
。
人
間
能
力
に
信
頼
を
持
ち
つ
つ
、
し
か
も
そ
の
能
力
の
の
つ
ぴ
き
な
ら
な
い
限
界
に
逢
着
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
も
わ
き
ま
え
つ
つ
、
無
限
の
人
間
的
な
努
力
を
つ
づ
け
て
ゆ
く
彼
ら
の
態
度
が
、
そ
こ
に
こ
そ
築
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
